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「卒業前の出前授業（６年生）！」 

～中学校の先生方、ありがとうございました～ 
２月１７日（火）に、鶴が台中学校と北陽中学校の先生方が６年

生に向けて出前授業をしてくださいました。それぞれのクラスで、

国語、数学、社会、体育を教えていただきました。 

国語は「敬語」の授業。敬語の種類を習った後に、部活の先輩や

後輩、職員室での先生と生徒などの役になってロールプレイングを

しながら敬語の使い方を練習しました。社会の授業は、「歴史すごろ

く」。江戸時代にタイムスリップした想定ですごろくをしながら江戸

時代を旅しました。体育は、ボールを使った「体つくり」の授業。ボールを使って様々な運動をし

ながら仲間たちとのかかわり方や声のかけ方も教わりました。数学

は、座標軸を使った点つなぎで絵を描きました。授業を受ける子ども

たちの表情は真剣そのもので、一生懸命取り組んでいました。 

実際に中学校に入学して教えていただく先生もいるかもしれませ

ん。期待と不安が入り混じったこの時期の６年生にとって、とても貴

重な１時間になりました。 

「美化活動ボランティア part2」 
～ＰＴＡ本部・ボランティアの皆さま、 

ありがとうございました！～ 
２月２５日（水）に、１１月に続いて２回目の「PTA 美化活動」

がありました。今回は、卒業前の６年生のために、６年生が使う正

面玄関前と西棟昇降口のお掃除をしてくださいました。普段、子ど

もたちがやっている掃除では行き届かないところや、玄関や窓のサ

ッシの拭き掃除をしていただきました。あいにくの雨模様のお天気

で寒い日でしたが、「６年生のためにがんばります！」と言いなが

らピカピカにしてくださいました。 

 ６年生は、６年間通った香川小学校に来るのもあと１４日です。卒業式の日、きれいにしていた

だいたこの昇降口から巣立っていきます。PTA 本部・ボランティアの皆さま本当にありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 学校教育目標……『自分らしさを大切にし、互いに認め合える子どもの育成』 「自律」と「共生」 

 めざす子ども像…『共に考える子・互いに思いやる子・みんなでチャレンジする子・最後まで諦めない子』 

 めざす学校像…『子どもたちから笑顔が絶えない学校・気持ちのいい挨拶、きれいな学校・教職員同士が         

専門家として成長できる学校・保護者の期待に応える学校・地域と学校が支え合う学校』 

      茅ヶ崎市立香川小学校  校長 松永 忠弘   令和８年２月２７日 
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「大繩チャレンジに挑戦！」 
～目標回数達成に向けてがんばりました～ 

１２月の「なわとびチャレンジ」に続いて、体育委員会企画の第２弾は「大繩チャレンジ」です。

「なわとびチャレンジ」は、「３０秒間で前跳びが何回跳べるか」に挑戦し、７０回以上跳ぶことが

できると決勝大会に進めるというもので、個人の目標に挑戦する大会でした。 

今回の「大繩チャレンジ」は、「３分間で大繩を何回跳べるか」

「自分たちで決めた目標回数の達成を目指す」という、チームで記

録に挑戦するものです。クラス全員で参加するチームや有志を募っ

て参加するチームなど、チーム編成は自由です。２月のロング昼休

みに行われました。 

大会当日までの間、休み時間になるとたくさんのチームが、中庭

や円形花壇の周りで一生懸命練習していました。朝、学校に登校し

てくるとすぐに外に飛びだして、「朝練」をしているチームもあったほどです。「１、２、３、４，

・・・・」「入る！跳ぶ！」「ドンマイ！」大きな声がどのチームからも聞こえました。 

本番では、ほとんどのチームが「自分たちで決めた目標回数」を達成し、みんなで拍手しあったり

「やったー！」と喜びあったりしていました。子どもたちのうれしそうな笑顔には、一つのことに仲

間と力を合わせてがんばった充実感があふれていました。 

体育委員会のおかげで、素敵な時間を創ることができました。委員会活動は、「自分たちの学校を

どうしたらもっとよりよくすることができるか」子どもたちが自ら考え、行動する場です。子どもた

ちの「思い」を大切にしながら、共に学校を創っていきたいと思います。 

「あいさつがあふれる香川小」 
～運営委員会企画 あいさつ週間～ 

２月２４日（火）～２７日（金）に、運営委員会企画の「あいさ

つ週間」がありました。朝、８時過ぎから８時２０分頃まで、運営

委員の５年生、６年生が正門に立って、登校してくる子たちにあい

さつをするという活動です。初日は、あいさつをする運営委員の５

年生、６年生もあいさつをされる登校してきた子たちも、恥ずかし

そうな子も多く、はにかみながらあいさつをする様子でした。でも、

日を追うごとに元気なあいさつがたくさん交わされるようになり

ました。 

学校がはぐくむもの、それは、互いに認め合い支え合い、そして、

「つながり合う」豊かな心情です。どうしたら、そうした心情をは

ぐくむことができるのか。「つながり」の、その初めの一歩は何でし

ょうか・・・それは「あいさつ」です。 

学年関係なく全校の子どもたちがあいさつを交わし合う「あいさ

つ週間」の活動の様子を見てとてもうれしい気持ちになりました。 

２月２７日（金）の活動最終日には、サプライズで「えぼし麻呂」

が駆けつけてくれました。子どもたちも大喜びで大きな声のあいさつが香川小学校にはじけました。 








